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令和８ (2026)年度町政運営方針  

 

 令 和 ８ 年 能 勢 町 議 会 ３ 月 定 例 会 議 の 開 会

に当たり、令和８年度の予算編成に関連して、

今 後 の 町 政 運 営 に 関 す る 所 信 の 一 端 と 施 政

の方針を申し述べ、議員各位並びに住民の皆

様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 

 私 は 能 勢 町 長 と し て そ の 重 責 を 担 わ せ て

いただき、任期の折り返しを迎えようとして

おります。    

この間、この町の未来を思う多くの住民の

皆 様 か ら い た だ い た 温 か い お 言 葉 や 切 実 な

思いに真摯に向き合い、町政のさらなる飛躍

に向けて懸命に取り組んでまいりました。  

住 民 の 皆 様 の ま ち へ の 思 い や 熱 意 を 改 め

て実感し、引き続き、私の持てる力のすべて

を能勢町の発展のために注いでまいります。 
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さて、本町は今年、町制施行７０周年とい

う大きな節目を迎えます。今日の能勢町の礎

を 築 い て 来 ら れ た 先 達 の 功 績 や 不 断 の 努 力

に深く感謝するとともに、このまちの未来を

次世代に確実につなぐため、将来を見据えた

施 策 に 取 り 組 む 重 要 性 を 改 め て 強 く 感 じ て

おります。  
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１．はじめに   

私は「能勢の未来に本気でチャレンジ」を

掲げ、このまちを次世代に引き継ぐため、変

革 を お そ れ ず 挑 戦 し 続 け て い く こ と を 住 民

の皆様にお約束しました。  

皆様の今日を、夢と希望に満ちた明日へと

つなげることこそが、私の使命であると考え

ております。  

 

日 本 経 済 の 状 況 は 緩 や か な 回 復 基 調 に あ

るとされていますが、物価高騰は依然として

続いており、住民生活への負担はますます高

まっています。  

 また、本町におきましても、人口減少・少

子高齢社会が年々進んでおり、町内の各産業

に影響を及ぼしています。  

限られた資源や財源をより有効に活用し、

最大の効果を生み出すことが、これまで以上

に問われてきています。  

 

能 勢 町 に 関 わ る 全 て の 人 々 が 一 丸 と な っ
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て、あらゆる手段を講じて、この難局に立ち

向かうことが強く求められています。微力で

はございますが、その先頭に立ち取り組む所

存でございます。  
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２．令和８ (２０２６ )年度当初予算の概要  

令和８年度当初予算編成にあたっては、諸

先輩方や住民の皆様が大切に育み、守ってこ

ら れ た 多 く の 資 源 や さ ま ざ ま な 仕 組 み を 基

盤とし、これからの時代のあり様やニーズに

即した課題を的確に捉え、対策を講じること

により、住民の皆様一人ひとりが明るい展望

を持てるまちをめざすことを主眼に、以下の

３ 点 を ま ち づ く り の 方 向 性 に 位 置 付 け ま し

た。  

 

（１）「住み続けられる町、移り住みたい町」  

（２）「続けられる農業、始められる農業」  

（３）「まちを魅力化する」  

 

この３つのまちづくりの方向性に沿い、山

積する地域課題から目を背けることなく、こ

れ か ら の 時 代 に 基 礎 自 治 体 が 取 り 組 む べ き

事 項 や ま ち づ く り を 取 り 巻 く 種 々 の 課 題 に

対し、果敢にチャレンジし、課題解決に取り

組むべく予算編成を進めてまいりました。  
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令和８年度予算につきましては  

 一般会計  

  ６５億７，８００万円  

   対前年度   １．２％  の増  

 

 特別会計  四会計の合計  

  ３３億５，５００万円  

   対前年度   ６．３％  の増  

 

 下水道事業会計  

   ９億１８７万１，０００円  

   対前年度  １３．３％  の増  

 

 予算総額は  

１０８億３，４８７万１，０００円  

   対前年度  ３．７％  の増です。  

 

以下、３つのまちづくりの方向性や引き続

き 重 点 的 に 取 り 組 ん で ま い り た い 内 容 を 中

心に、令和８年度予算の概要を申し上げます。 
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（１）住み続けられる町、移り住みたい町  

①人材育成・支援について  

私 た ち を 取 り 巻 く 社 会 状 況 は め ま ぐ る し

く変化しており、加速度的な地球温暖化の進

行といった地球規模の課題、さらには地域や

社会に対する個人の意識変容等、不易流行の

言葉どおり「変わらない本質」と「時代の変

化」を適切に見極めることが重要です。  

 

令 和 ８ 年 度 か ら 新 た な 教 育 大 綱 が ス タ ー

トします。  

新たな大綱では、すべての子どもが尊重さ

れる「こどもまんなか社会」の実現を教育の

根幹に据え、豊かな自然と歴史を「生きた教

材」として活用しながら、持続可能な社会の

創り手となる「グローカルな人材」の育成と、

住民全体の「ウェルビーイング」の向上をめ

ざしてまいります。  

 

義務教育学校  能勢ささゆり学園は、開校

から１０年経過しました。  
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これまでの成果と課題を分析し、単なる知

識の習得に留まらず、学習習慣の定着や自ら

の考えを論理的に構築する力の育成など、子

ど も た ち が 直 面 し て い る 具 体 的 な 課 題 解 決

に直結する支援体制を強化します。  

 

 英語教育を深化させ、海外の児童生徒との

リアルな交流機会を創出し、地域の課題を生

徒 が 解 決 策 を 提 案 す る 地 域 事 業 所 イ ン タ ー

ンシップ事業を展開し、グローカルな視点を

育成してまいります。  

また、ICT 機器を効果的に活用し、一人ひ

とりの特性に応じた学びと、他者との対話に

よる学びを一体的に推進してまいります。  

 

本 町 の 豊 か な 自 然 環 境 や 大 切 に 守 ら れ 育

まれてきた伝統文化だけでなく、集合知とな

る地域人材は、地域の宝であると考えていま

す。少子化や地域の担い手不足が進む中にあ

っても、社会人が必要な知識やスキルを学び

直し、キャリアや人生の充実に繋げる「リカ
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レント教育」を推進し、地域活動を担う人材

育成支援に努めてまいります。  

各 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 多 様 で 充 実 し

た学習機会を提供することで、地域社会総が

かりで「学びの循環」を創出してまいります。 

また、スポーツを通じて、地域や関係団体

の協力のもと創意工夫を凝らし、誰もが参加

し や す く 世 代 を 超 え た 交 流 や 地 域 コ ミ ュ ニ

ティの維持に寄与してまいります。  

 

新生涯学習センターの整備においては、本

町の未来を築く「知と交流の拠点」をめざし、

引き続き「のせのせッション」を開催し、住

民の皆様と対話を重ねながら、基本構想及び

基本計画の策定につなげてまいります。  

 

子 ど も 一 人 ひ と り の 最 善 の 利 益 を 第 一 に

考え、家庭環境や発達の特性など、多様で複

雑化する課題に対して、教育現場と福祉部門

が情報を共有し、早期から一体となった切れ

目のない支援体制を構築し、ウェルビーイン
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グの向上に取り組んでまいります。  

 

本 町 の 特 色 あ る 教 育 環 境 の 魅 力 を 戦 略 的

に発信することで、子育て世代の定住促進や

関係人口の創出につなげてまいります。  

 

②子育て環境の整備について  

本町では、すべての子どもや子育て世帯等

への支援の充実を図るため、「子どもの未来

応援センター」を設置し、関係機関との連携・

協力のもと、妊娠期から子育て期にわたる総

合的相談や支援、子どもの家庭支援全般に係

る業務に取り組んでまいりました。  

今般、児童福祉法等の改正により、市町村

は、母子保健と児童福祉の両分野の一体的な

運営を行う「こども家庭センター」の設置に

努めなければならないこととされました。  

 

本町におきましては、これまでの取組を継

続するとともに、新たに「こども家庭センタ

ー」機能を整備し、すべての妊産婦、子育て
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世帯、子どもに対し、出産前から子育て期に

か か る 切 れ 目 の な い 支 援 を 行 っ て ま い り ま

す。  

また、教育と福祉の連携につきましては、

本町の実態を踏まえつつ、さらなる施策の充

実に向けて、第３次子ども・子育て支援事業

計画に基づく取組を深化させてまいります。 

 

本町で生まれ育ち、本町で子育てしたいと

思えるまちづくりを基本理念とし、社会全体

で 子 ど も や 子 育 て 世 帯 を 応 援 で き る 環 境 づ

くりに取り組んでまいります。  

 令和８年度におきましては、より良質な保

育 サ ー ビ ス の 提 供 と 子 育 て 環 境 の 充 実 を 図

るため、保育所移転に向け、旧岐尼小学校校

舎の解体工事を進めてまいります。  

役場庁舎跡地につきましては、「憩いの広

場」として、子どもや子育て世帯を中心とし

つつ、多様な世代が生涯を通じて楽しく学び、

憩い、交流できる地域コミュニティの拠点と

な る 施 設 整 備 に 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま い り
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ます。  

近隣の皆様におかれましては、工事の実施

に際し、格別のご理解とご協力をお願い申し

上げます。  

 

③交通環境の充実について  

日 本 全 国 で 道 路 等 イ ン フ ラ 施 設 の 老 朽 化

や 埋 設 物 の 管 理 上 の 課 題 を 起 因 と し た 道 路

陥没事故が多発し、基礎自治体における管理

体 制 や 人 員 体 制 の 確 保 等 が 大 き な 課 題 と な

っています。  

引き続き、各種インフラ施設の点検や維持

管理に努めるとともに、交通環境の安全性や

通 行 性 の 向 上 に 向 け た 道 路 整 備 事 業 に 取 り

組んでまいります。  

 

さらに、これらのインフラ施設を基盤とし

て、住民生活に必要不可欠な移動手段である

公 共 交 通 の 確 保 に も 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま

いります。  

全 国 的 に 運 転 手 等 の 人 材 不 足 や 高 齢 化 が
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深刻化する状況ではありますが、持続可能な

公共交通体制の構築に向け、地域公共交通計

画を改定するとともに、交通事業者をはじめ

とする関係機関との連携により、基幹交通と

なる路線バスの維持・確保と、地域交通であ

る 乗 合 タ ク シ ー や 妙 見 口 の せ 号 の 利 用 促 進

を図り、住民の皆様の移動手段の確保に努め

ます。  

 

④空き家対策について  

 空家等対策計画の見直しに向け、昨年に空

家 等 の 所 有 者 の 方 々 を 対 象 と し た 実 態 調 査

を実施しました。  

 今後、その調査結果を基に庁内で一体的な

検討体制を構築し、大阪府とも連携を図り、

新 た な 補 助 制 度 の 創 設 や 空 家 等 管 理 活 用 支

援法人制度の活用を検討してまいります。  

 また、就農や起業を機に移住等を希望され

る方については、二地域居住のように複数地

域を行き来しながら、本町での暮らしの拠点

を求める傾向やニーズが一定数ございます。 
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空家所有者等のご意向と、移住等を検討さ

れ て い る 方 々 の 思 い が よ り 一 層 マ ッ チ ン グ

し、双方の希望が実現するよう、相談体制の

強化、利活用可能な物件の掘り起こし、情報

発信手法の多様化等を専属的に担う「移住等

コーディネーター」の配置を進めるとともに、

所有者の方々に対し、適正管理と利活用促進

を働きかけてまいります。  
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（２）続けられる農業、始められる農業  

①獣害対策と担い手支援  

昨年末に、その年を象徴する漢字として第

１位に「熊」、第２位に「米」が選ばれました。  

本町におきましても、ツキノワグマが各地

で確認されており、「熊」を含めた獣害対策

が必要となっています。また農業の担い手不

足により、米などの農産物の生産量・供給量

が低下するなど、個人の努力だけで維持し続

けることは限界に近付きつつあり、大きな転

換点を迎えていると感じています。  

 

日々、獣害対策に苦慮されている農業従事

者の方々のご負担を少しでも軽減し、営農意

欲の継続につながるよう、近隣自治体とも協

力し、引き続き獣害対策に取り組んでまいり

ます。  

 

また、「続けられる農業」、「始められる農

業」の実現に向け、今後も、新規就農者の育

成・支援及び地域営農組織化に取り組むとと
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もに、農業参入フェアなどへの参加を通じて、

新 た に 農 業 を 始 め た い 方 や 企 業 へ の 支 援 に

取り組み、本町への誘致に努めます。  

加えて、本町の地勢的特性を踏まえ、中山

間 地 域 等 直 接 支 払 交 付 金 制 度 を 活 用 す る こ

とで、担い手となる農業組織の持続可能な農

業 経 営 が 確 立 で き る よ う に 支 援 し て ま い り

ます。  

 

②生業
なりわい

としての農業支援  

農業を生業として維持・継続していくため

には、農産物の生産と販売を通じて、必要な

収 益 を 生 み 出 す 経 営 と し て の 視 点 が 欠 か せ

ません。  

そのためには、生産現場の強化、農地の集

約化を促進し、農業経営の効率化を図るとと

もに、安定した販売先の確保が必要不可欠で

す。  

本町の農業振興の基盤である、能勢町観光

物産センターは、町内外を問わず多くの皆様

にご利用いただき、昨年は開業以来最高の売
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上を記録するなど活気を見せております。  

一方で、近年は生産者の高齢化等による商

品 供 給 体 制 の 脆 弱 化 や 観 光 ニ ー ズ の 多 様 化

など、道の駅を取り巻く環境も大きく変化し

ています。  

引き続き、利用者ニーズの把握に努め、新

たな商品やサービスの開発・提供はもとより、

施設の快適化を図り、地域農業の振興及び観

光 の 拠 点 と し て の 役 割 を 果 た し て ま い り ま

す。  

 

また、昨年１２月に能勢ささゆり学園の給

食において、「地元丸ごと能勢っ子献立」が

実施され、大阪エコ農産物の食材を活用した

給食提供が行われました。  

こ の よ う な 地 元 食 材 を 活 用 し た 食 育 の 取

組、そして地産地消を通じた農業振興に、引

き続き取り組んでまいります。  
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（３）まちを魅力化する  

①資源の掛け算による魅力化  

本 町 に は 多 く の 魅 力 的 な 資 源 が 存 在 し て

おり、これらの資源を有効活用し価値を高め

ていくことが、本町に住まう皆様の活力をよ

り一層引き出し、生活の充実につながるもの

と考えます。  

このため令和７年度に機構改革を行い、伝

統 文 化 と 新 し い 資 源 の 融 合 を 進 め る と と も

に、多様な機会でその情報発信に取り組んで

まいりました。  

 

また、ふるさと応援寄附金制度や公民連携

の 推 進 に よ り 、 本 町 に 関 心 を 寄 せ る 多 く の

方々や企業など、多様な関係機関との連携に

も努めてきたところです。  

令 和 ８ 年 度 は 魅 力 化 す る 取 組 を さ ら に 強

化するため、新たに観光分野における地域お

こし協力隊の活用を進め、魅力ある地域資源

の掘り起しや情報発信により、関係人口や交

流人口の創出と地域の活性化をめざします。 
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さらに、観光協会をはじめとする本町の核

となる組織との連携を深化し、より効果的な

地 域 資 源 の ブ ラ ン デ ィ ン グ や プ ロ モ ー シ ョ

ンを進めてまいります。  

 

まちの魅力化を進めるうえで、この地に住

まう皆様の活力は欠かせない要素です。  

数多くある本町の資源の中でも、特に重要

なものの一つは、「人的資源（ヒューマン・リ

ソース）」であると強く感じています。  

関係機関等との連携により、地域で子ども

たちの安全安心を保つ「見守り活動」もその

資 源 を 活 用 し た 重 要 な 取 組 の ひ と つ と 考 え

ます。  

 

約２００年の歴史を有する浄瑠璃は、「お

やじ制度」という強い地域のつながりがその

伝統を守り続けてきたことにより、今の時代

に人形浄瑠璃が誕生するなど、地域を元気に

する大きな要因であると考えます。  

このような地域の「強み」をさまざまな場
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面で発揮し、持続可能な形で後世につないで

いくことが重要であると考えます。  

 

また、「地域共生社会の実現」をめざす視

点においては、住民の一人ひとりの意識や思

いの醸成が重要であると考えております。  

人と人とが思いやり、支え合い、助け合う

ことでつながりながら、誰もが安心して住み

慣れた地域で幸せに暮らせるよう、第５次地

域福祉計画の基本理念である「ふれあいと生

きがいのあるまち  のせ」を実現するべく、

総合的な施策を推進してまいります。  

 

こ れ ま で 大 阪 大 学 や 関 係 機 関 と 連 携 し て

実施してきた「健康づくり支援事業（のせ健

サポート）」では、地域における社会参加の

機会を創出することで、住民の健康増進にも

大きく寄与してきました。  

今後も、ご家庭での血圧測定や体力測定会

の実施に加え、認知症予防や口腔機能向上な

ど、取組の充実に努めてまいります。  
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 こうした地域住民のつながりづくりは、非

常 時 の 防 災 力 の 向 上 に 直 結 す る こ と は 言 う

までもありません。  

地域防災の要である消防団は、現状の課題

に対応するため、令和８年度から基本的な活

動 を ６ 分 団 単 位 と す る 新 た な 体 制 で 活 動 い

ただきます。  

また、大規模災害時等には新たに機能別消

防団員を含めた対応も可能となることから、

今後の消防団活動が、より効果的で効率的な

活動となることが期待されます。  

さらに、旧田尻小学校跡地への地域防災コ

ミュニティ施設の整備に向け、基本・実施設

計業務に取り掛かかるとともに、地域防災計

画の見直しに取り組みます。  

 

また、社会福祉協議会による支え合い・助

け合いの取組を引き続き支援するとともに、

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 機 能 の 充 実 に 向 け た

新 た な 取 組 を 社 会 福 祉 協 議 会 と と も に 進 め

てまいります。  
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②資源の再生による魅力化  

地 域 に お け る 担 い 手 の 確 保 や 育 成 が 課 題

となる中、本町では多様な産業を誘致する用

地の利活用に取り組んでいます。  

令和７年度には、民間企業のアドバイザー

を募集し、産業用地の集約に向け、まちづく

り協議会や関係機関と協力し、基本構想や各

種関係計画の策定、制度設計に向けた事前調

査等を進めているところです。  

新たな産業の誘致は、本町における担い手

確 保 や 人 材 育 成 に 大 き く 寄 与 す る も の と 考

えております。  

引き続き、「宿野四区・大里・柏原地区まち

づくり協議会」と連携し、取組を進めてまい

ります。  

今 後 と も 関 係 各 位 の 皆 様 の さ ら な る ご 理

解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 冒頭でも申し上げましたが、令和８年度は

町 制 施 行 ７ ０ 周 年 を 迎 え る 節 目 の 年 で あ り

ます。  
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地 域 の 皆 様 や 関 係 者 の 皆 様 と の 連 携 や 協

力をさらに深める契機として、先達の功績を

称えながら、今後のまちづくりに向けた決意

を住民の皆様と共有しつつ、町制施行７０周

年 記 念 事 業 を は じ め と す る 各 種 事 業 の 実 施

に取り組んでまいります。  
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３．むすびに「選ばれる地方」の実現  

令和７年１２月、「地方創生に関する総合

戦略」が閣議決定されました。  

その中で、私が今後の地方創生、本町のさ

ら な る 活 力 向 上 に お い て 最 も 重 要 で あ る と

考える視点が、「選ばれる地方」の実現です。  

令 和 ５ 年 １ ２ 月 に 国 立 社 会 保 障 人 口 問 題

研 究 所 か ら 示 さ れ た 本 町 の 将 来 人 口 推 計 で

は、今後３０年で人口は現在の半数以下とな

り、高齢化率は約６割を超えるとの予測が示

されています。  

この現状を的確に捉え、まちづくりのめざ

す べ き 方 向 性 を 誤 る こ と な く 着 実 に 進 め て

い か な け れ ば な ら な い と 強 く 認 識 し て お り

ます。  

 

長 年 の 懸 案 で あ っ た ダ イ オ キ シ ン 廃 棄 物

の処理については、豊能町内において廃棄物

管理施設の設置工事が進められており、令和

８年６月完了をめざしています。  

私たちは、同じ過ちを繰り返さないために
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も、この両町を揺るがした未曾有の危機から

の 脱 却 に 至 る 関 係 者 の 努 力 と そ こ で 得 た 知

識・経験を風化させることなく、後世に引き

継がなければなりません。  

 

現在、原油価格や物価の高騰など、前例の

ない厳しい社会・経済情勢が続く中で、私た

ち 一 人 ひ と り の 価 値 観 や 大 切 に す る も の は

多様化し続けています。  

 そのような中で、「選ばれる地方」となる

ためには、多様性を柔軟に受け入れ、性別や

年齢といった属性ではなく、一人ひとりの思

い が 尊 重 さ れ る 社 会 全 体 の 共 同 参 画 意 識 を

高めていくことが必要であると考えます。  

 

 時代の流れや社会の変容、価値観の多様化

などを適切に捉え、まちづくりの歩みに合わ

せて変革を恐れず、取組を進めることこそ、

現 代 社 会 の ニ ー ズ そ の も の で あ る と 実 感 し

ています。  
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多 様 な 人 材 が 秘 め る ポ テ ン シ ャ ル を 最 大

限に発揮できる地域社会の実現こそが、この

ま ち の 未 来 を 新 た に 形 づ く る 重 要 な 要 素 に

なると私は確信しています。  

こ れ ま で 受 け 継 が れ て き た こ の ま ち の 暮

ら し や か け が え の な い 地 域 資 源 に 多 様 性 を

掛け合わせ、各種施策をアップデートしてい

くことが、今を生きる私たちに課せられた重

要な使命であります。  

 

行政ニーズの多様化や人口減少、少子高齢

化 が 日 本 全 体 社 会 の 課 題 と し て 顕 在 化 す る

中、単独の市町村のみで提供できる行政サー

ビスには限界があります。  

本町は、大阪府に位置しながらも、周囲を

兵庫県、京都府に囲まれ、生活圏域は本町の

みで完結するものではなく、また人材確保・

育成の観点からも、広域連携の必要性・重要

度はますます高まっていることから、今後も

大阪府や関係自治体との連携・協力を着実に

進めてまいります。  
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次 の 世 代 へ こ の ま ち づ く り の 誇 り と 信 念

を引き継ぐため、町政の発展に向けて全力で

取り組んでまいります。  

ど う か 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 を よ ろ し く

お願い申し上げます。  

 

以上、今議会に提案いたします予算の内容

を中心に、今後重点的に取り組む施策の基本

的な方針について申し述べました。  

 

本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す 令 和 ８ 年

度予算をはじめ、関係諸議案に対しまして 、

議員各位の慎重なご審議を賜り、各般の施策

が 着 実 に 実 現 し ま す こ と を 念 願 い た し ま し

て、町政運営方針といたします。  

 

 

 

 

 

 


